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ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ

ザ
で
の
戦
争
は
、

い
ま
だ
終
息
が
見

え
な
い
。
今
も
毎

日
、
罪
な
き
人
々

が
命
を
奪
わ
れ
て

い
る
。
戦
争
と
は
、

罪
の
な
い
人
を
殺
し
て
も
罪
に

問
わ
れ
な
い
、
不
条
理
き
わ
ま

り
な
い
行
為
で
あ
る
▼
日
本
は

戦
後
80
年
、「
戦
争
の
な
い
平
和

な
国
」
と
言
わ
れ
る
が
本
当
に

そ
う
だ
ろ
う
か
▼
冤
罪
事
件
は

い
ま
も
後
を
絶
た
な
い
。
身
に

覚
え
の
な
い
罪
で
逮
捕
さ
れ
る

屈
辱
と
怒
り
は
、「
濡
れ
衣
」
と

い
う
言
葉
で
は
到
底
表
せ
な
い
。

世
間
の
憎
し
み
を
一
身
に
浴
び
、

家
族
も
迫
害
を
受
け
る
。
そ
の

孤
立
感
は
想
像
す
る
だ
け
で
も

身
震
い
す
る
。
最
近
で
は
、
発

病
し
て
も
拘
束
を
続
け
、
保
釈

を
認
め
ず
病
死
し
た
大
川
原
化

工
機
事
件
が
記
憶
に
新
し
い
。

▼
一
方
、
冤
罪
を
生
ん
だ
警
察

や
検
察
は
罪
に
問
わ
れ
ず
、
長

期
勾
留
や
誘
導
尋
問
は
拷
問
に

等
し
く
、
調
書
偽
造
や
証
拠
隠

し
、
捏
造
が
ま
か
り
通
る
。
国

民
主
権
と
人
権
を
掲
げ
る
憲
法

の
国
に
ふ
さ
わ
し
く
、
閉
ざ
さ

れ
た
再
審
法
の
改
正
な
ど
司
法

の
民
主
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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今
回
は
「
在
級
期
間
表
の
廃

止
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　

今
年
の
人
勧
で
、「
優
秀
な

人
材
を
確
保
し
、
定
着
さ
せ
て

い
く
」
た
め
に
、
昇
格
前
の
級

に
一
定
期
間
在
級
す
る
制
度

（
在
級
期
間
表
）
の
廃
止
が
出

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り「
職

務
給
の
原
則
」
の
も
と
、職
務
・

職
責
に
見
合
っ
た
給
与
処
遇
が

確
保
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
国
の
対
応
を
受

け
て
、
地
方
自
治
体
や
単
組
は

在
級
期
間
表
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

自
治
体
ご
と
で
、
昇
格
に
は

試
験
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
面

接
の
み
で
あ
っ
た
り
と
運
用
は

様
々
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
労
働

組
合
と
し
て
は
、
賃
金
水
準
の

確
保
の
た
め
、
昇
格
運
用
の
改

善
や
経
験
年
数
に
応
じ
た
対
応

を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

国
の
在
級
期
間
表
廃
止
が
、

人
材
獲
得
を
目
的
と
す
る
よ
う

に
、
地
方
自
治
体
も
人
材
確
保

に
む
け
た
処
遇
改
善
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
治
労
本
部
方
針
で
最
低
基
準

と
さ
れ
る
国
公
６
級
運
用
は
、

昇
格
運
用
の
改
善
な
く
し
て
は

実
現
が
不
可
能
で
す
。

　

少
な
く
と
も
各
単
組
は
、
今

回
の
国
の
在
級
期
間
表
廃
止
を

昇
格
運
用
改
善
の
機
会
と
捉
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
人
件
費
削
減
と
し

て
昇
給
を
抑
制
す
る
た
め
に
、

在
級
期
間
表
の
廃
止
を
利
用
し

よ
う
と
す
る
自
治
体
当
局
が
出

て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
在
級
期
間
表
の
廃
止
を
悪

用
す
る
よ
う
な
自
治
体
は
、
公

務
員
志
望
者
に
選
ば
れ
ず
、
人

材
不
足
が
よ
り
深
刻
に
な
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
す

状
況
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

自
治
体
の
責
任
と
し
て
、
政

府
に
対
し
て
、
地
方
自
治
の
必

要
性
や
人
員
確
保
の
重
要
性
、

地
域
間
格
差
の
深
刻
さ
を
訴

え
、
そ
の
た
め
の
地
方
財
源
の

確
保
を
強
く
要
請
す
る
時
が
来

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
人
事
院
勧
告
の
言

う
確
保
す
べ
き「
優
秀
な
人
材
」

と
は
、
地
方
公
務
員
で
は
ど
の

よ
う
な
職
員
で
し
ょ
う
か
。

　

限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
業
務

を
進
め
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
な
か
、
部
局
内
の
調

整
、
上
司
と
の
協
議
な
ど
高
度

な
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

労
働
組
合
の
役
員
と
し
て
、
組

合
員
の
声
を
集
約
し
、
当
局
と

の
協
議
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を
持

つ
職
員
は
、
ま
さ
に
確
保
す
べ

き
「
優
秀
な
人
材
」
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

５ 在級期間表廃止が示す課題

　４日　県本部定期大会（ラッセホール）

　９日　2025現業・公企統一闘争勝利！
　　　　県本部総決起集会（のじぎく会館）

　18日　県本部黒豆収穫祭（丹波篠山市内）

当面の日程

最低賃金アップ

松本 真紀子

議論をもとに交渉に挑む参加者
　

単
組
の
「
執
行
部
強
化
」「
次

世
代
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
、
９

月
10
日
、
神
戸
市
内
で
労
働
学

校
「
実
践
編
」
が
開
か
れ
た
。

県
内
か
ら
11
単
組
16
人
が
参
加

し
、
要
求
か
ら
交
渉
、
妥
結
ま

で
の
流
れ
を
学
ん
だ
。

　

開
講
に
あ
た
り
、
足
立
育
生

副
委
員
長
は
「
交
渉
に
臨
む
際

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
単
組
委

員
長
の
立
場
に
立
っ
た
つ
も
り

で
、
同
じ
思
い
を
持
つ
こ
と
が

大
事
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

交
渉
に
焦
点
を
当
て
た
講
義

の
後
に
、
参
加
者
は
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
事
務
折
衝
に
挑
戦
。

今
回
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
当
局

が
交
渉
前
の
事
務
折
衝
で
「
人

勧
に
対
し
合
理
化
提
案
」
を
持

ち
出
す
と
い
う
設
定
で
進
め
ら

れ
た
。

　

逆
提
案
を
受
け
た
第
１
回
交

渉
で
は
、
組
合
が
合
理
化
に
反

論
す
る
も
県
本
部
教
宣
委
員
が

担
当
す
る
当
局
役
が
巧
み
に
か

わ
し
、
協
議
は
継
続
扱
い
に
。

各
グ
ル
ー
プ
は
次
回
交
渉
に
向

け
作
戦
を
練
っ
た
後
、
再
交
渉

を
実
施
し
、
長
い
協
議
の
う
え

妥
結
に
至
っ
た
。
終
了
後
に
は

交
渉
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
講

評
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
真
剣

に
耳
を
傾
け
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
交
渉
に
臨

む
ま
で
の
事
前
準
備
が
重
要
」

「
引
き
出
し
を
増
や
し
、
組
合

員
の
た
め
当
局
に
対
抗
し
て
い

き
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
、
交
渉
力
向
上
へ
の
意
欲
が

示
さ
れ
た
。

　

９
月
９
日
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
平

和
・
人
権
・
環
境
ひ
ょ
う
ご
は
学

習
会
「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
を
や
め
ろ 

パ
レ
ス
チ

ナ
・
ガ
ザ
地
区
で
の
即
時
停
戦

を
」
を
神
戸
市
内
で
開
催
し
、

自
治
労
か
ら
30
人
、
全
体
で
１

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
の
坂
本
三
郎
フ
ォ
ー

ラ
ム
共
同
代
表
は
「
戦
争
こ
そ

最
大
の
人
権
侵
害
。
イ
ス
ラ
エ

ル
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
暴
挙
を
許

さ
ず
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を

続
け
る
」
と
決
意
を
示
し
た
。

　

講
演
会
「
ガ
ザ
の
《
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
》
と
は
何
か
」
で
は
、

早
稲
田
大
学
教
授
の
岡
真
理
さ

ん
か
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
歴
史

経
過
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
多
角
的

な
破
壊
作
戦
、
現
地
か
ら
発
信

さ
れ
た
凄
惨
な
写
真
や
海
外

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
も
用
い
て
、
ガ

ザ
の
現
状
が
詳
し
く
説
明
さ
れ

「
ガ
ザ
地
区
で
イ
ス
ラ
エ
ル
か

ら
の
攻
撃
が
激
化
し
、
国
際
社

会
が
何
も
で
き
な
い
中
、
追
い

詰
め
ら
れ
て
テ
ロ
が
生
じ
て
い

る
背
景
が
あ
る
。
な
ぜ
テ
ロ
に

至
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
訴
え
た
。

労働学校・実践編

交
渉
力
を
鍛
え
単
組
強
化
へ

交
渉
体
験
で
事
前
準
備
の
大
切
さ
実
感

戦
争
こ
そ
最
大
の
人
権
侵
害

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
実
態
と
歴
史
を
共
有
、即
時
停
戦
を
求
め
る

ガザの現状が説明された
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確定闘争に向け意思統一
　

臨
職
評
は
９
月
13
日
、
第
31

回
定
期
総
会
を
ひ
ょ
う
ご
共
済

会
館
で
開
催
し
、
昇
給
上
限
撤

廃
を
は
じ
め
、
常
勤
職
員
と
の

均
等・均
衡
に
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
北

林
江
利
子
議
長
は
「
全
国
で
災

害
が
多
発
し
、人
員
不
足
の
中
、

自
治
体
労
働
者
は
奮
闘
し
て
い

る
。
会
計
年
度
職
員
も
同
様
に

行
政
を
担
っ
て
い
る
が
不
安
定

な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境

を
求
め
て
取
り
組
も
う
」
と
訴

え
た
。

　

来
賓
に
は
、
県
本
部
の
足
立

育
生
副
委
員
長
、
県
本
部
臨
職

評
退
職
者
会
の
中
谷
紀
子
副
代

表
、県
パ
ー
ト
・
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
森
口
知
子
事
務
局

長
が
か
け
つ
け
、
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
。

　

26
年
度
活
動
方
針
は
、
山
本

三
千
子
事
務
局
長
が
提
起
。
①

人
事
評
価
制
度
を
悪
用
し
た
雇

用
止
め
を
許
さ
な
い
②
昇
給
上

限
撤
廃
、
昇
格
運
用
ル
ー
ル
の

確
立
③
組
合
運
動
発
展
・
強
化

に
向
け
た
財
政
確
立
と
組
織
化

拡
大
な
ど
を
強
調
し
た
。

　

25
確
定
闘
争
で
は
、
臨
職
評

の
統
一
要
求
書
を
も
と
に
交
渉

を
進
め
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

　

役
員
改
選
は
、
四
役
の
続
投

を
拍
手
で
承
認
し
、
総
会
を
終

了
し
た
。

　

休
憩
後
の
学
習
会
は
「
自
治

労
共
済
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
用
し

て
組
織
拡
大
に
取
り
組
も
う
」

と
題
し
、
共
済
県
支
部
の
石
井

希
佳
局
長
が
じ
ち
ろ
う
共
済
の

「
３
大
保
障
」
を
説
明
し
た
。

　

質
疑
で
は
「
マ
イ
カ
ー
共
済

の
見
積
り
を
取
る
と
驚
く
ほ
ど

安
か
っ
た
。
家
族
も
入
れ
る
の

で
効
果
が
大
き
い
」「
大
会
の

と
き
に
共
済
の
説
明
も
し
て
い

る
。
マ
イ
カ
ー
は
取
り
扱
い
も

簡
単
で
呼
び
か
け
や
す
い
」
と

言
っ
た
声
が
出
さ
れ
た
。

転
嫁
」
を
求
め
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。
７
単
組
21
人
が
参

加
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
大

野
敏
隆
議
長
は
「
労
働
組
合
を

通
し
て
勉
強
が
で
き
、
仲
間
が

で
き
た
。
職
場
に
問
題
が
あ
っ

て
も
知
識
と
仲
間
が
い
な
け
れ

ば
改
善
で
き
な
い
。
組
合
の
意

義
を
伝
え
て
い
こ
う
」
と
述
べ

た
。

　

県
本
部
の
山
下
忠
之
委
員
長

は
、
25
春
闘
は
５
％
、
人
勧
は

３
％
を
超
え
る
賃
上
げ
と
い
う

状
況
に
触
れ
「
委
託
職
場
も
賃

上
げ
を
実
現
す
る
た
め
、
自
治

体
単
組
と
の
連
携
を
強
め
、
労

務
費
の
価
格
転
嫁
を
実
現
さ
せ

よ
う
」
と
強
調
し
た
。

　

議
案
提
起
は
苅
田
洋
介
事
務

局
長
が
行
い
、
労
務
費
の
適
切

な
価
格
転
嫁
に
向
け
使
用
者
と

協
議
す
る
こ
と
、
熱
中
症
対
策

の
適
切
な
対
策
を
求
め
る
こ
と

を
強
調
し
た
。

　

議
案
、
役
員
体
制
は
参
加
者

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
、
総
会
は

閉
会
し
た
。

　

総
会
後
は
、
組
合
員
家
族
も

交
え
、
ラ
ン
チ
交
流
、
ぶ
ど
う

狩
り
を
楽
し
ん
だ
。

　

公
共
民
間
協
は
９
月
６
日
、

ホ
テ
ル
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー

で
第
25
回
定
期
総
会
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
秋
期
闘

争
で
「
労
務
費
の
適
切
な
価
格

退任した三宅議長。長年にわたり公企評を支えた

　

県
本
部
公
営
企
業
評
議
会
は

９
月
５
日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会

館
に
お
い
て
、
第
27
回
総
会
お

よ
び
２
０
２
５
公
企
集
会
を
開

催
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
三
宅
一
茂

公
企
評
議
長
は
「
埼
玉
県
下
水

管
陥
没
事
故
を
受
け
、
国
は
管

路
点
検
を
緊
急
指
示
し
た
。
人

員
は
減
っ
て
い
る
が
、
知
識
を

持
っ
た
体
制
で
の
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
災
害
や
事
故
に

も
対
応
で
き
る
人
員
配
置
を
自

分
た
ち
か
ら
も
求
め
る
必
要
が

あ
る
。
２
０
２
５
現
業
・
公
企

統
一
闘
争
で
は
、
維
持
で
き
る

人
員
確
保
に
向
け
各
単
組
で
取

り
組
も
う
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
県
本
部
戎
剛

副
委
員
長
は
「
こ
こ
数
年
、
民

間
春
闘
で
賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ

て
い
る
。
我
々
公
務
員
も
胸
を

張
っ
て
賃
上
げ
を
訴
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
公
企
職

場
は
、
未
来
に
わ
た
っ
て
欠
か

せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
自
分
の

職
場
の
た
め
や
、
市
民
生
活
を

守
り
未
来
の
水
の
た
め
に
、
労

働
環
境
の
整
備
や
賃
上
げ
を
要

求
し
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

総
会
で
は
、
余
膳
正
幸
事
務

局
次
長
か
ら
活
動
経
過
報
告
・

総
括
、
活
動
方
針
（
案
）、
２

０
２
５
現
業
・
公
企
統
一
闘
争

対
県
市
町
振
興
課
・
公
営
企
業

管
理
者
交
渉
に
向
け
た
提
起
が

一
括
し
て
行
わ
れ
、
参
加
者
全

体
の
拍
手
で
承
認
。
続
い
て
、

石
田
富
勇
事
務
局
次
長
か
ら
新

四
役
体
制
の
提
案
が
行
わ
れ
、

全
体
の
拍
手
で
確
認
し
た
。
公

企
集
会
で
は
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

を
元
に
単
組
交
流
を
行
い
、
全

日
程
を
終
了
し
た
。

　

県
本
部
は
10
月
に
行
わ
れ
る

兵
庫
県
内
の
各
自
治
体
選
挙
に

お
い
て
、
執
行
委
員
会
で
次
の

と
お
り
予
定
候
補
者
を
推
薦
決

定
し
、
当
該
単
組
と
と
も
に
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
各
選

挙
地
域
の
在
住
組
合
員
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
該
当
地
域
の
友

人
・
知
人
へ
の
働
き
か
け
を
要

請
す
る
。

【
組
織
内
推
薦
予
定
候
補
】

西
脇
市
議
会
議
員
選
挙

10
月
19
日
告
示
、
26
日
投
票

　

高
瀬
弘
行
（
現
職
・
組
織
内
）

新
温
泉
町
議
会
議
員
選
挙

10
月
21
日
告
示
、
26
日
投
票

　

中
村
茂
（
現
職
・
組
織
内
）

【
県
本
部
推
薦
予
定
候
補
】

神
戸
市
長
選
挙

10
月
12
日
告
示
、
26
日
投
票

　

久
元
喜
造
（
現
職
・
推
薦
）

豊
岡
市
議
会
議
員
選
挙

10
月
19
日
告
示
、
26
日
投
票

　

義
本
み
ど
り
（
現
職
・
推
薦
）

公企評総会・公企集会

災害・事故に備え人員体制を
市民生活を守る職場の基盤整備へ

臨職評総会

安
心
し
て
働
け
る
環
境
を

雇
い
止
め
を
許
さ
ず
均
等・均
衡
に

公共民間協総会

知識と仲間で職場改善
価格転嫁と熱中症対策を議論

自治体選挙

推薦候補の必勝めざす
10月執行の各自治体選挙

総会後はぶどう狩り


